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・卒業研究において研究テーマとして学生と共に取り組むことができている。
・本研究は、医療福祉工学コースに配属になり、コースの教育に合わせて新規に開始した研究テー
マであり、学生の積極性を引き出して取り組むことができていることは特筆に値する。

 研究実績の概要

　フレキシブルシャフトは柔軟に曲げて動力伝達方向を変えるこができる.本研究では，フレキシブ
ルシャフトをロボットなど繰り返し両方向に動作する場合の動力伝達に応用を目指している．申請
研究では，フレキシブルシャフトを応用した能動型上肢補助装具の開発，およびフレキシブルシャ
フトの繰返しねじり負荷に対する疲労強度の定量評価である．
　上肢装具の開発では、上肢補助装具は肩関節および肘関節の補助が可能な装具の開発を進めた．
本研究における上肢補助装具の特徴は，重量部品となる電源およびモーターを腰部に取り付け，フ
レキシブルシャフトによって関節部に動力を伝達する機構を用いる点，またウォームギアを用いて
減速し，大きな動作トルクを得ると同時にセルフロック機能を応用している点である．本研究で
は，これらの機能が実現可能であることを実証的に示すことができた．
　また、フレキシブルシャフトの疲労強度の研究においては，試験システムの全自動化を実施し
た．全自動化により，第一に疲労試験の大幅な効率化を実現した．従来，１ヶ月程度を必要とした
実験を１週間以内に実施できるようになっている．また第二に，本試験機を利用いることにより，
繰り返しねじりによりフレキシブルシャフトのねじり特性に新たな傾向を見出すことに繋がった．
今後の課題として，開発された試験機を用いて高サイクル疲労試験を実施し，実験データの蓄積を
行うこと，電子顕微鏡による破断面観察を行い，破壊プロセスの考察を深めることが得られた．
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